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NEC Express 5800 / 100 シ U —: 
Express 5800 /Ell Ob-M 



八ードウエア編 


本装置のハードウェアについて説明します。 


「各部の名称と機能」 （14 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

「ハードウェアのセットアップ」 （18 ページ） 

モジュールエンクロージャへの本製品の取り付け手順、コネクタへの接続につ 
いて説明しています。 

「基本的な操作」 （29 ページ） 

電源の〇 N や〇 FF の方法などについて説明しています。 


「内蔵オプションの取り付け」 （34 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

「システム BIOS のセットアップ （ SETUP )」（44 ページ） 

モジュラーサーバに搭載されている専用のユーティリティを使った BIOS の設 
定方法について説明しています。 

「リセットと強制電源 OFF 」（74 ページ） 

モジュラーサーバをリセットする方法と電源を強制的に〇 FF する方法について 
説明します。 


ONL-520 005 01 -El 1 0bM-000-02-1 005 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 




(1) POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する。 

(2) POWER / SLEEP スィッチ 

モジュラーサーバ単体の電源を〇 N / OFF するス 
イッチ。4秒以上押し続けると強制的に電源を 
〇 FR こする。 

(3) DISK アクセスランプ（緑色） 

取り付けているハードディスクドライプのアクセ 
ス状態を表示するランプ。 

(4) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

モジュラーサーバの状態を表示するランプ。ラン 
プの表示と意味についてはこの後の「ランプ表 
ボ」を参照。 

(5) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(6) UID (ユニット ID ) ランプ（青色） 

装置を識別するためのランプ。スイッチまたはソ 
フトウェアのコマンドにより点灯する。 
ソフトウェアから認識コマンドを受け取つた場合 
は、点滅し、 UID スイッチを押した場合は、点灯 
する。 


(7) UID スイッチ 

モジュラーサーバの UID ランプ及びモジュールエ 
ンクロージャ背面の UID ランプを〇 N / OFF させる 
スイツチ。 

(8) SUV 接続用コネクタ 

各種信号が入出力されるコネクタ。 N 8141 -49 モ 
ジュールエンクロージャ (1 way ) に添付の 
「 SUV ケーブル」を接続することで、ディスプレ 
イ装置、シリアルインタフェース機器、 USB 機器 
などを利用できる。 

(9) □ックレバー 

本体をモジュールエンクロージャに固定するため 
に使用するロック機構。 

(10) スライドタグ 

N 型番 、 SERIAL No . (製造番号）を記載したラ 
ベルが貼り付けられている。 
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リチウムバツテリ 
プ□セツサ (CPU) 
DIMM ソケット 

上から#〗—#2 


SUV 接続用コネクタ 
八ードディスクブラケット 

CMOS/ パスワードクリア用ジャンパ 
い76ページ） 


装置内部 


⑸ 



(2) (3) (4) (6) 


(4)(5)cd 


12 3 
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ランプ表示 


本装置にあるランプの位置と表示の意味について説明します。 


POWER/SLEEP ランプ 

DISK アクセスランプ 
STATUS ランプ 

UID ランプ 



POWER/SLEEP ランプ 

モジュラーサーバの 電源が ON の間、緑色に点灯しています。 モジュラーサーバの 電源〇 FF 
時は消灯します。 

省電カモードをサポートしている〇 S で、 POWER / SLEEP スイッチを押すか、〇 S 上のコマ 
ンドから省電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 POWER / SLEEP スイッ 
チをもう一度押すと、通常の状態に戻ります。省電カモードは Windows 0 S の場合に機能し 
ます。また、〇 S によっては一定時間以上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切 
り替わるよう設定したり、〇 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもで 
きます。 


DISK アクセスランプ 

本体内部のハードディスクドライブにアクセスしているときに点灯します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している間 STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ランプが、ア 
ンバー色に点灯/点滅しているときは、システムになんらかの異常が起きたことを示します。 
さらに、 STATUS ランプがアンバー色に点灯/点滅している時は、仮想 LCD 表示により、詳 
細な意味を判別することが可能です。仮想 LCD は、 EXPRESSSCOPE エンジン 2( BMC ) の 
Web ブラウザや已31\/^8〇/36「\/6「1\/13旧36「で参照可能です。 

107ページの表を参照して、仮想 LCD の表示の状態とその意味、対処方法を確認してくださ 
し、異常が起きたときは保守サービス会社に連絡してください。 


エラーログを参照することで故障の原因を確認することができます。 
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UID ランプ 

本体前面にある UID スイッチを押すと点灯し、もう一度押すと消灯します。複数台の装置が 
ラックに搭載された中から特定の装置を識別したいときなどに使用することができます。メ 
ンテナンスのときなどに、このランプを点灯させておくと、対象装置を間違えずに作業する 
ことができます。 

UID スイッチを押した場合は点灯し、管理ソフトウェア （ ESMPRO / ServerManager ） から 
認識コマンドを受け取った場合は、点滅します。 
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八ードウエアのセットアップ 

本製品を取り付けて、電源を ON にすることができる状態になるまでを説明します。本製品を 
取り付け後、オペレーティングシステムなどのシステムのセットアップをします。 


モジュラーサ_/ V の取り付けの前に 


モジュラーサーバの取り付けの前に、モジュラーサーバの MAC アドレスの確認を行うように 
してください。 

MAC アドレスの確認 

MAC アドレスはネットワーク固有のアドレスで、12桁の英数字で表されます。モジュラー 
サーバは2つの LAN MAC アドレスと1つの BMC MAC アドレスを持っています。取り付けの 
前に MAC アドレスを確認してください。 

MAC アドレスは下図に示す位置に記載されています。 


d 




BMC MAC アドレスを 
記載したラベル 

LAN (上:1下: 2) の 
MAC アドレスを記載し 
たラベル 


LAN の MAC アドレスは各〇 S 上のコマンドから 、 BMC MAC アドレスは BIOS SETUP ユー 
テイリテイからもそれぞれ確認することができます。 


メモリの取り付け 

メモリの取り付け手順については、この後にある「内蔵オプションの取り付け」を参照して 
ください。 
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八ードディスクドライプの取り付け 


ハードディスクドライブの取り付け手順については、この後にある「内蔵オプションの取り 
付け」を参照してください。 



• 八ードディスクドライブは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属 
フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り 
扱ってください。また、八ードディスクドライブの端子部分や部品を素 
手で触ったり、八ードディスクドライブを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は35ページで詳しく説明しています。 

• 八ードディスクドライブに衝撃や振動を与えないよう十分、取り扱いに 
注意してください。 


モジュラーサーバの 取り付け 


モジュラーサーバは専用のモジュールエンクロージャに取り付けます。モジュールエンク 
ロージャの設置場所や取り付けについてはモジュールエンク□ジャ ( Iway ) ユーザーズガ 
イドを参照してください。 

増設ス□ットの確認 

オプションのモジュールエンクロージャの増設ス□ットの取り付け位置を確認してください。 
モジュラーサーバは、スロット1〜ス□ット20に取り付けます。 

一番左側がス□ット1で一番右側のス□ット20まで番号順に並んでいます。取り付けはス 
□ット番号の小さい順(ス□ット1からス□ット 20) に取り付けてください。 



ス□ット番号を示すラベル 


wO ス□ット11以降にモジュラーサーバを増設する場合は N 8181-75 増設用 
フアンボックスをモジュールエンクロージャに取り付けてください。 

増設用フアンボックスの取り付けについてはモジュールエンクロージャ 
( lway ) ユーザーズガイドを参照してください。 
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取り付け手順 

モジュラーサーバを取り付けます。モジュラーサーバはモジュールエンクロージャに電力が 
供給されている状態(他のス□ットの機器が動作している状態)でも取り付けることができま 
す。ここでは取り付けの一例を示します。他のスロットへも同様の手順で取り付けられます。 



警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• モジュールエンクロージャ内部に手を入れない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 

A \ A \ 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

明をご覧ください。 


• 指定以外の場所で使用しない 


モジュラーサーバは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分 
などに触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、モジュラーサーバの端子部分や部品を素手で触ったり、モジュラーサーバ 
を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は35ページ 
で詳しく説明しています。 
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1. 「増設ス□ットの確認」を参照して、モジュラーサーバを取り付けるス□ットを確 
認する。 


2. モジュラーサーノ（を取り付ける 
ス□ットにブランクカバーが取 
り付けられている場合は、前面 
にあるレノ（一をつまんで□ック 
レバーを外し、引き出して、ブ 
ランクカバーを取り外す。 



レパー 


• 取り外したブランクカバーは大切に保管しておいてください。 

• モジュラーサーバを取り付けるス□ット以外のブランクカバーを取り外 
さないでください。 


3. 本体をほこりのない、丈夫で平 
らな机の上に静かに置き、ネジ 
を緩め□ックレバーをあける。 



□ツクレパー 


胃"〇 本体にはほこりや水気、振動に弱い電子部品や八ードディスクドライブが搭載 
されています。 

取り扱いには十分注意してください。 


4. A - ドディスクドライブ実装面 
を右にし、力ードエッジがモ 
ジュールエンクロージヤ側にな 
るようにして本体のフレームを 
しっかりと持つ。 



胃-〇 □ ックレバーを持たないでください。ロックレバーが外れて装置が落下した 
り、ロックレノ（一が曲がって装置が破損してしまったりする恐れがあります。 
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5. 本体の フレームをモジュール エ 
ンクロ _ ジャのガイドレ _ ルに 
合わせてゆっくりと丁寧にモ 
ジュールエンクロージャに半分 
(約 20 cm ) ほど差し込む。 


ガイド レール 



6. □ックレノ（一を完全に開いた状 
態にして、本体前面のフレーム 
部分を指で押し、モジュールエ 
ンクロージャの奥まで本体を 
ゆっくりと丁寧に差し込む。 

本装置のカードエッジがモ 
ジュールエンクロージャ内部の 
コネクタに接続されます。 




本体前面をゆっくりと丁寧に押し、モジュールエンクロージャの奥まで差し込 
まれると力ードエッジがコネクタに入った感触がします。 

そこまでゆっくりと押してく ださし、。 


^ ロックレバーのフック部分が下図のようにモジュールエンクロージャのフック 

I ?ェック I 穴に正しく引っかかっている状態まで差し込まれていることを確認してくださ 
い0 
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7. □ックレノ（一をゆつくりと閉じる。 

ロックレバーをうまく閉じるこ 
とができない場合は、前の 
「チェック」を参照してフック部 
分の状態を確認してください。 
正しく引つかかつていない状態 
で□ックレバーを閉じると□ッ 
クレバーやモジュールエンク 
ロージャを破損するおそれがあ 
ります。 



8. □ックレノ（一のネジを締めモ 
ジュールエンクロージヤに固定 
する。 


以上で完了です。 


取り外し手順 

モジュラーサーバの取り外しは、次の通りです。 

1. 0S のシャツトダウン処理を行う 
か、 POWER/SLEEP スィッチ 
を押して本体の電源を OFF にす 
る 0 


2. モジュラーサーバを固定してい 
る□ックレノ（一のネジを緩める。 





^ ロックレパーは完全に開いてください。 
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4. □ックレノ（一を持ってモジュ 
ラ_サ_ノ（のフレームの上下を 
手で持てるくらい（約 10cm) 
までモジュールエンクロージャ 
から引ぎ出す。 



ロックレパー 



□ックレノ（一部分を持って取り外さないでください。□ックレノ《一が外れて装 
■to 置が落下したり□ックレバーが曲がって装置が破損してしまったりするおそ 
れがあります。 


5. モジュラーサーバフレームの上下をしっかりと持って、モジュールエンクロージャ 


から取り出す。 

6. 本体をほこりのない、丈夫で平 
らな机の上に静かに置き、□ッ 
クレノを閉じてネジを締め固 
定する。 



7. モジュラーサーバを取り外した 
まま運用する場合は、ブランク 
カバーを取り付ける。 



以上で完了です。 
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本装置と周辺装置を接続します。 



AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


△注意 


© 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

參 指定以外のコンセントに差し込まない 
参 たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定以外の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

參指定以外のインタフエースケーブルを使用しない 


日常の運用では、モジュラーサーバにケーブルを接続する必要はありません。モジュラー 
サーバにケーブルを接続する必要があるのは次の場合です。 

• 0 S インストールを行う場合 

• 保守作業を行ラ場合 

• BIOS / 各種 FW のアップデートを行ラ場合 

モジュラーサーバに接続するケーブルは、 SUV ケーブル （ N 8141 -49 モジュールエンクロー 
ジャ ( Iway ) に標準添付されています）のみです。 
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SUV ケーブルの先には、 USB とシリアルインタフェース、モニタ接続用コネクタが付いてい 
ます。それぞれのデバイスに接続してください。 



W-0 • NEC 以外（サードパーティ）の製品、または弊社が認定していない周辺 
Bfaj 機器およびインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障 

については、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん。専用回線へ接続する場合には、必ず回線電気通信事業法で定められ 
た認定を受けた端末機器から接続してください。（専用回線とは、特定 
の利用者に設置される専用の伝送路設備およびその付属設備を指しま 
す。 NTT 等の公衆回線も含まれます。） 

• 本体の電源 ON した後、オペレーティングシステムが起動するまでの間 
は、 SUV ケーブルを抜き差ししたり、接続された USB 機器の追加、お 
よび取り外しを行わないでください。 

オペレーティングシステムが起動した後の SUV ケーブルの抜き差し、 
USB 機器の追加、および取り外しについては、オペレーティングシステ 
ムの制限に従ってください。 

ただし、シリアルインタフェース機器を接続している場合、本体と接続 
先の装置の電源を OFF にし、接続先の装置の電源コードを抜かない限 
り、 SUV ケーブルを抜き差ししたり、シリアルポートへ接続したケープ 
ルを抜き差ししないでください。機器間の電位差で装置が故障するおそ 
れがあります。 

• モジュラーサーバに 0S をインストールする場合は、 SUV ケーブルを使 
用してください。 SUV ケーブルを使用しての USB 接続については27 
ページを参照してください。 
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SUV ケーブルを使用しての USB 接続について 

フロッピーディスクドライブや CD - ROM 、 キーボード、マウスを同時に接続する場合は、下 
図のように接続してください。 

USB ハブを使用する場合は、セルフ•パワー仕様のハブを使用してください。 



キーボード 
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ネットワークへの接続について 

ネットワークへの接続は、モジュールエンクロージャを通じて行われます。 
モジュールエンクロージャ (1 way ) のユーザーズガイドを参照してください。 
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基本的な操作 

モジュラーサーバの基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態になります。 

次の順序で電源を〇 N にします。 

1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

2. モジュラーサーバのフロントパネルにある POWER/SLEEP スイッチを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面 
には「自己診断プログラム （ POST ) 画面」が表示されます。 


POWER/SLEEP ランプ 



POWER / SLEEP スイッチ 


胃_〇 本体に電源が供給されると八ードウエアの初期診断を始めます(約5秒間)。初 
期診断中は POWER/SLEEP スイッチは機能しません。本体をモジュールエン 
クロージャ （1way) に取り付けた直後、本体に電源が供給された直後は5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER/SLEEP スイッチを押してください。 


POST 画面を表示している間、自己診断プログラム （ POST ) を実行してハードウェアの診 
断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 

POST を完了すると〇 S が起動します。 

^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
g ェック I 98ページを参照してください。 
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POST ( Power 〇 n Self - Test ) は、モジュラーサーバ内に記録されている自己診断機能で 
す0 

POST はモジュラーサーバの電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモ 
ジュール、 CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実 
行中に各種の BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

モジュラーサーバの出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装置には 
「 NEC 」 ロゴが表示されます（モジュラーサーバにディスプレイ装置を接続している場合)。 
(く Esc > キーを押すと、 POST の実行内容が表示されます。） 


BIOS のメニューでく Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
IrEE 表示させることができます。「システム BIOS 」 の 「Advanced (55 ぺージ）」一 
「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定を「 Enabled 」 に切り替えてくださし、。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• モジュラーサーバの 導入 時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

拳電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


wrO post の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてくだ 
圍 さい。 


1. 電源 0N 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。モジュラーサーバに 
ディスプレイ装置を接続している場合は、画面上に搭載メモリのサイズなどのメッ 
セージが表示されます。再起動した場合、画面に表示をするのに1分程の時間がか 
かる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU などを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、モジュラーサーバにある BIOS セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

モジュラーサーバを使用する環境にあった設定に変更するときに起動してくださ 
し、エラーメッセージを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常で 
は特に起動して設定を変更する必要はありません。 
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SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間にく F 2> キーを押しま 
す。設定方法やパラメータの機能については、44ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、モジュラーサーバは自動的にもう一度はじめから POST を 
実行します。 

4. BIOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動で 
きなくなります。この場合は、モジュラーサーバの電源を OFR こしてから、約3〇 
秒ほど時間をあけて〇 N にしてモジュラーサーバを起動し直してください。 


胃-〇 0S をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


5. POST を終了すると 0S を起動します。 


POST の エラー メ ッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
エラーメッセージについては「運用•保守編」を参照してください。 

本体の電源を ON した後にコンソールを切り替えて確認した場合は、本体の電源をいったん 
〇 FR こして再度電源を ON し、キーボードを使用できる状態にしてください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。 アラーム 表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FR こします。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. モジュラーサーバにある POWER / SLEEP スイッチを押す。 

電源を OFR こしたモジュラーサーバの POWER / SLEEP ランプが消灯します。 

<システム全体の電源を〇 FF にする場合> 

モジュールエンクロージャに 搭載しているすべての モジュラー サーバを シャッ トタ' 
ウンし、電源を OFR こした後、電源 ユニット ( EcoPowerGateway ) の DC 出 カス 
イッチを〇 FR こする。詳しくは電源 ユニット ( EcoPowerGateway ) の ユーザー 
ズガイドを参照してください。 
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デバイスの確認 


複数のデバイスの中から保守をしよラとしているデバイスがどれであるかを見分けるために 
「 UID ランプ」を使用します。 

UID ランプをもとに、モジュールエンクロージャに搭載した複数の機器から保守対象となる 
モジュラーサーバを特定することができます。 

本装置の UID ランプはネットワーク上の管理 PC からのソフトウェアコマンドから青色に点滅 
させることができます。また、本装置にある UID スイッチを押すことによっても点灯します。 


UID ランプ 



UID スイッチ 
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内蔵オプションの取り付け 

モジュラーサーバに取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載 
しています。 



• オプションの取り付け/取り外しはお客様個人でも行えますが、この場 
合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその責 
任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門的 
な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行わ 
せるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い0 



警告 


A A 
A® 
㉞ 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリ、リチウムイオ 
ンバッテリを取り外さない 


A 注意 


AA 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 高温注意 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 
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静電気対策について 


モジュラーサーバやモジュラーサーバを構成する部品は静電気に弱い電子部品で構成されて 
います。取り付け/取り外しの際は静電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが冷却用の穴をふさいでいないことを確認してください。冷却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

參ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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取り付け/取り外しの準備 


モジュラーサーバがモジュールエンクロージャに取り付けてある場合は、モジュールエンク 
ロージャからの取り外しが必要です。詳しくは、前述の「ハードウェアのセツトアップ」を 
参照してください。 



• モジュラーサーバの取り外しや取り付けの際に、他の搭載ス□ットにあ 
るブランクカバーやモジュラーサーバを取り外さないでください。取り 
付け/取り外しは1枚単位です。 

• 取り外した本体は次の条件を見たす場所に置いてください。 

一ほこりの少ない場所 
一水気のない場所 

一前述の「静電気対策について」に示す条件を満たす場所 
一強い振動や衝撃を受けない場所 
一強い磁界を発生していない場所 
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SO-DIMM 

SO-DIMM (Small Outline Dual In-line Memory Module) は、モジュラーサーバ上の SO- 
DIMM ソケットに取り付けます。モジュラーサーバ上には SO-DIMM を取り付けるソケット 
が2個あります（増設や取り外しは1枚単位です)。 

SO-DIMM は#1、#2の順で取り付けます。 



• メモリは最大 2GB まで増設できます。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は35ページで詳しく 
説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくモジュラーサーバが故 
障するおそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破 
損についての修理は保証期間中でも有料となります。 



増設順序と注意事項 

參 DIMM は1枚単位で取り付けます0 

• 2枚の DIMM は同じ性能 • 仕様 • 容量にしてください （DIMM ボードに貼ってあるラべ 

ルの内容が2枚同じであることを確認してください)。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 取り外すモジュラーサーバのシャットダウン処理をした後、モジュラーサーバの電 
源を OFF にする。 

2. モジュラーサーバをモジュールエンクロージャから取り出す。 

前述の「ハードウェアのセットアップ」を参照してください。 

3. モジュラーサーノ（をほこりが少なく、静電気防止が施されたシートの上に置く。 

4. ソケットに DIMM を挿入し、上からしっかりと押し込む。 




( TaI DIMM の向きに注意してくださしヽ。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
irEB チェックの切り欠き（キースロット）があります。 


胃"〇 無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれがあります。まつす 
■to ぐ、ていねいに差し込んでください。 


5. モジュラーサーバの電源を ON にして POST の画面でエラーメッセージが表示され 
ていないことを確認する。 POST のエラーメッセージの詳細については98ページ 
を参照してください。もし、モジュラーサーバが起動しない場合は、 DIMM がソ 
ケットに正しく取り付けられていないことが考えられます。もう一度、 DIMM を取 
り付け直してください。 

6. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択した 「DIMM Status 」 が 「 Normal 」 になっていることを確認する (56 
ページ参照)。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは55ページをご覧ください。 







40 内蔵オプシヨンの取り付け 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッ 
I チェック I セージを確認して、故障した DIMM が取り付けられているモジュラーサーバを確 
認してください。 

1. 取り外すモジュラーサーバのシャットダウン処理をした後、モジュラーサーバの電 
源を OFF にする。 

2. モジュラーサーバをモジュールエンクロージャから取り出す。 

前述の「ハードウェアのセットアップ」を参照してください。 

3. モジュラーサーバをほこりが少なく、静電気防止が施されたシートの上に置く。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側にあるレバーを左右にひろげる。□ックレバーが 
解除され DIMM を取り外せます。 



5. 新しい DIMM を取り付ける。（交換の場合のみ） 

6. モジュラーサーバの電源を 0 N にして POST の画面でエラーメッセージが表示され 
ていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については98ページを参照してください。もし、 
モジュラーサーバが起動しない場合は、 DIMM がソヶットに正しく取り付けられて 
いないことが考えられます。もう一度、 DIMM を取り付け直してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択した 「DIMM Status 」 が 「 Normal 」 になっていることを確認する (56 
ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは55ページをご覧ください。 
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八ードディスクドライブ 


モジュラーサーバには、最大1台の 2.5 型 SATA ハードディスクドライブを搭載することがで 


きます。 



• 八ードディスクドライブは大変電気に弱い電子部品です。装置の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃してから八ードディスクドラ 
イブを取り扱ってください。また、八ードディスクドライブの端子部分 
や部品を素手で触ったり、八ードディスクドライブを直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に関する説明は35ページで詳しく説明 
しています。 

• NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブを取り付けると、八ード 
ディスクドライブだけでなく本体が故障する恐れがあります。 

• 八ードディスクドライブに衝撃や振動を与えないようにしてください。 
また、取り付け/取り外しの際に八ードディスクドライブの表面を押さ 
ないでください。故障するおそれがあります。 


取り付け 


次の手順に従ってハードデイスクドライブを取り付けます。 


1. 取り外すモジュラーサーバのシャツトダウン処理をした後、モジュラーサーバの電 
源を OFF にする。 


2. モジュラーサーバをモジュールエンクロージャから取り出す。 

前述の「ハードウェアのセットアップ」を参照してください。 

3. モジュラーサーバをほこりが少なく、静電気防止が施されたシートの上に置く。 


4. モジュラーサーノ （の ハー ドデイ 
スクブラケットを固定している 
ネジ （4 本）を外す。 


5. 八ードディスクブラケットに 
八ードディスクドライブをネジ 
(4 本）で固定する。 
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6. ハードディスクドライブをモ 
ジュラーサーバから取り外した 
ネジ （4 本）で取り付ける。 


7. K 410-223(00) 内蔵 SAS / 

SATA ケーブルを取り付ける。 




ハードディスクドライプとマザーボード上のコネクタにしっかりと接続してい 
I ?エック I ることを確認してください。 

また、 SAS ハードデイスクドライプは接続できません。 


取り外し 

次の手順に従ってハードディスクドライブを取り外します。 

1. 取り外すモジュラーサーバのシャットダウン処理をした後、モジュラーサーバの電 
源を OFF にする。 

2. モジュラーサーバをモジュールエンクロージャから取り出す。 

前述の「ハードウェアのセットアップ」を参照してください。 

3. モジュラーサーバをほこりが少なく、静電気防止が施されたシートの上に置く。 

4. K 410-223(00) 内蔵 SAS / SATA ケーブルを取り外す。 


«"〇 取り外したケーブルは大切に保管しておいてください。 


5. モジュラーサーノ （の ハー ドデイ 
スクブラケットを固定している 
ネジ （4 本）を外す。 
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6. ハードディスクブラケットに 
八ードディスクドライブを固定 
しているネジ （4 本）を外す。 



7. 八ードディスクブラケットをモ 
ジュラーサーバから取り外した 
ネジ （4 本）で固定する。 
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システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

モジュラーサーバ導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解 
して、正しく設定してください。 



SETUP はモジュラーサーバの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユー 
ティリティはモジュラーサーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、 
専用のユーティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時にモジュラーサーバにとって最も標準で最適な状態に設 
定していますのでほとんどの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に 
説明するような場合など必要に応じて使用してください。 


_"〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• モジュラーサーバには、最新のバージヨンの SETUP ユーティリティが 
インス I -ールされています。このため設定画面が本書で説明している内 
容と異なる場合があります。設定項目については、オンラインヘルプを 
参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 
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モジュラーサーバの電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - 
Test ) の実行内容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、く Esc > キーを押して 
ください。 

しばらくすると、次のメッセージ*が画面左下に表示されます。 


パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP 

パターン 2 : 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 

パターン 3 : 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 


* モジュラーサーバの状態によってメッセージの内容は異なります。 


ここでく F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 

Enter password^ 」 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、モジュ 
ラーサーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてくださ 
い。 


パスワードには、 「Supervisor」 と 「User」 の2種類のパスワードがあります。 
IrEB 「Supervisor」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「User」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが 
めること^:示す 


c SecureCore(tm) seti 
Server 


Jetutj.JHflfity 


現在表示しているメニューを示す 


設定項目 


► System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

‘ FRB-2 Policy: 
t Monitoring: 

Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

POST Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


FI Help 
Esc Exit *-/*■ 

キーの機能説明 


[Enabl 

[Enabl 


iled ： 


[Retry 3 Times] 
[Disabled] 

>Led] 

11 ] 



Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features- 


オンライン 
> ヘルプ 
ウインドウ 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


□ カーソルキー （ t 、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー （― 、 -0 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します 0 

□ <_>キー / <+>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

□ く Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。 

□ < F 1> キー 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の 
画面に戻ります。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります）。 
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□ く F 10> キー 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付 • 時刻関連 


「 Main」-►「System Time」、「System Date 」 

システム運用前に、正しい日付、時刻を設定してください。 


管理ソフトウェアとの連携関連 


「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由でモジュラーサーバの電源 
を制御する 

「 Advanced」—「Advanced Chipset Control」「Wake On LAN / PME 」-^「 Enabled 」 


起動関連 


モジュラーサーバに接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」-► 「 Boot-time Diagnostic Screen 」-► 「 Enabled 」 

「 NEC 」 ロゴの表示中にく Esc > キーを押しても表示させることができます。 

■ J モートウェイクアップ機能を利用する 

モデムから： 「 Advanced 」一► [Advanced Chipset ControlJ 

-► rWake on Ring 」-►「 Enabled 」 

LAN から： 「 Advanced」-►「Advanced Chipset ControlJ 

-►「Wake on LAN/PMEJ -►「 Enabled 」 

RTC のアラー厶から： 「 Advanced」「Advanced Chipset ControlJ 

-►「Wake on RTC Alarm 」-►「 Enabled 」 

HW コンソール端末から制御する 

「 Server」—「Console Redirection 」 -►それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced」-►「Memory Configuration 」-►「 DIMM # Status 」 -►表示を確認する 

画面に表示されている DIMM ソケット番号やマザーボード上のソケットの位置は下図の 
ように対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」一 ►「Memory Configuration 」一 ►「Memory Retest 」一► 「 Yes 」 一►再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main」「Processor Settings 」 -►表示を確認する 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced」—fNumLockJ — 「 On 」 (有効）/ 「 Off 」 (無効:初期値) 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」「Set Supervisor Password 」 -►パスワードを入力する 
管理者パスワード （ Supervisor )、 ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します 

POWER / SLEEP スイッチの機能を有効/無効にする 

「 Security」 ― 「Power Switch Inhibit 」-►「 Disabled 」( POWER / SLEEP スイッチ有効） 
「 Security」—「Power Switch Inhibit 」—「 Enabled 」( POWER / SLEEP スイッチ無効) 

この項目を設定するには管理者パスワード ( Supervisor )、 ユーザーパスワード （ User ) が 
設定されている必要があります。 


「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enable 」 にした場合であっても、「強制電源 
OFF (75 ページ参照)」は機能します。 
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周辺機器関連 


周辺機器に対する設定をする 

「 Advanced」—「Peripheral Configuration 」— それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


モジュラーサーバの LAN コント□ーラに対する設定をする 

「 Advanced」-►「PCI Configuration 」-► 「〇 nboard NIC 」 -►それぞれのデバイスに 
対して設定をする 

ハードウェアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced」-►「Reset Configuration DataJ -► fYesJ -► 再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit」-►「Exit Saving Changes 」 または 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit」-►「Exit Discarding Changes 」 または 「Discard Changes 」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit」 — 「Load Setup Defaults 」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「 Exit 」-► rSave Custom Defaults 」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「 Exit 」-► fLoad Custom Defaults 」 
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バラ メータと 説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついて 
いるメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


< SecureCore(tm) Setup Utility 


System nme: 

[@=13:00] 

Item Specific Help 


System Date: 

[04/13/2010] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-Delay 

[6 Seconds] 

く Enter 〉 selects field- 

► SATA Port 0 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English] 



Help 


t I Select Item 
— Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-W 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay: 

Disabled 

3 seconds 
[6 seconds] 

9 seconds 

12 seconds 

15 seconds 

21 seconds 

30 seconds 

P 〇 ST 中に初めて内蔵の SATA ハードディス 
クドライブにアクセスする際にハードディス 
クドライブの準備のための待ち時間を設定し 
ます。 

SATA Port 0 

Information 

チャネルに接続されているデバイスの情報を 
サブメニューで表示します。一部設定を変更 
できる項目がありますが、出荷時の設定のま 
まにしておいてください。 

Processor Settings 

N/A 


Language: 

[English] 

Francais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 
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胃"〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 40 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Setti 门 gs サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor Speed Setting: 

1.66 GHz 

DisabLes/enabLes 

Processor 1 CPUID: 

000106 CA 

Intel(R) 

Hyper-Threading 

Processor 1 L2 Cache: 

512 KB 

Technology 

Hyper-Threading Technology: 



Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

CEnabLed] 



T 1 Select Item ■ /+ Change Values F9 Setup Defaults 

^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 

' 

搭載しているプロセッサのクロック速度を表 
示します（表示のみ）。 

Processor CPUID 

— 

プロセッサの ID を示します（表示のみ)。 

Processor L2 Cache 

' 

プロセッサの二次キャッシュサイズを表示し 
ます（表示のみ)。 

HyperThreding 

"Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理プロセッサーを 2 つの論理プロ 
セッサーとしてみせて動作する機能です。 

本機能をサポートしたプロセッサが搭載され 
た場合にのみ表示され、設定ができます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしてい 
る CPU のみ表示されます。〇 S 上での HW 

DEP 機能の有効 / 無効を設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
"Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効 / 無効を設定します。 
また、対応 CPU を搭載していない場合はこ 
の項目は表示されません。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 
「Enhanced Halt State (C1E)J 機能の有効 
/ 無効を設定します。プロセッサが対応して 
いる場合のみ表示されます。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが 
表示されます。 



Boot-time Diagnostic Screen: [Disabled] 

Reset Configuration Data: [No] 

NumLock: [Off] 


Help 


t I 


Select It( 
Select 


: em 
Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Memory Configuration 

N/A 


PCI Configuration 

N/A 


Peripheral Configuration 

N/A 


Advanced Chipset 

Control 

N/A 


Boot-time Diagnostic 

[Disabled] 

起動時の自己診断 （ POST ) の実行画面を表 

Screen 

Enabled 

示させるが、表示させないがを設定します。 
「 Disabled 」 に設定すると、 POST の間、 
「 NEC 」 ロゴが表示されます。（ここで 
<Esc> キーを押すと POST の実行画面に切 
リ替わります。） 

また、 「 Server」-►「Console Redirection 」 
-►「BIOS Redirection Port 」 項目が 
「 Enabled 」 設定されている場合、自動的に 
POST 実行画面が表示されます。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data(P 〇 ST で記憶している 


Yes 

システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラメー 
夕は 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[OffJ 

定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Memory Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 








T I Select Item 
^ --► Select Menu 


- /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

搭載メモリの容量を表示します ( 表示のみ)。 

Available under 4GB 

' 

4GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

DIMM1 Status 

Normal 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Error 」 は故障していることを示しま 
す（表示のみ)。 

DIMM2 Status 

Normal 

[Not Installed] 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Error 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

「 Yes 」 に設定すると、メモリのエラー履歴 
情報をクリアし、再試験します。 

装置の起動後にこのパラメータは 「 No 」 に 
切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

[Every Location] 
Disabled 

|"1MB 」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 |"1KB 」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。 「 Disabled 」 でメモリの 
初期化のみ行います。 


[]: 出荷時の設定 
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PCI Contiguration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが 
表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm; Setup Utility 

Advanced I 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard NIC 

Additional setup 
menus to configure 

onboard LAN 

controller- 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^— ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard NIC 

N/A 



[]: 出荷時の設定 


Onboard NIC 

本項目については、58ページを参照してください。 
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Onboard NIC サブメニュー 

PCI (3〇“は111^^(^サブメニューで「〇 nboard NIC 」 を選択すると、下記のメニューが表示 
されます。 


Phoenix SecureCore(tm; Setup Utility 

Advanced I 


Onboard NIC 

Item Specific Help 

LAN Controller 1: 

LAN #1Option ROM Scan: [Enabled] 

PXE/iSCSI Select: [PXE] 

LAN Controller 2: [Enabled] 

LAN #2 Option ROM Scan: [Enabled] 

PXE/iSCSI Select: [PXE] 

DisabLes/enabLes the 

on-board LAN 

controller 1- 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1 

[Enabled] 

Disabled 

LAN1 コント □— ラの有効/無効を設定しま 
す。 

LAN#1 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

LAN1 コント□—ラの BIOS の展開の有効/無 
効を設定します。 

PXE/iSCSI select 

[PXE] 

iSCSI 

LAN1 コント□—ラに対して展開する ROM 
を設定します。 

LAN Controller 2 

[Enabled] 

Disabled 

LAN2 コント □— ラの有効/無効を設定しま 
す。 

LAN#2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

LAN2 コント□—ラの BI 〇 S の展開の有効/無 
効を設定します。 

PXE/iSCSI select 

[PXE] 

iSCSI 

LAN2 コントローラに対して展開する ROM 
を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


"-0 LAN Controller 1 の PXE/iSCSI Select を [ iSCSI ] に、 LAN Controller 2 
の PXE/iSCSI Select を [ PXE ] に設定した場合は、展開する ROM 領域が不 
足し、正しい動作を行うことができませんので、この設定は行わないでくださ 
し、0 
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Peripheral Configuration サブメニュー 


Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


Phoemx SecureCoreCtm) Setup Utility 





Peripheral Configuration 

Item Specific Help 


Serial Port: 


Configures serial port 


Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 


Interrupt: 

[IRQ 4] 



USB 2-0 Controller: 

HEnabLed] 

[Disabled] 


Serial ATA: 

HEnabLed] 

No configuration 


SATA AHCI: 

[Disabled] 

[Enabled] 




User configuration 


FI Help T i Select Item ■ /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


胃-〇 害 Ij り込みベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色で表示されます。黄色で表 
示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポートの有効 / 無効を設定します。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポートのためのベース 1 /〇アドレス 
を設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポ_卜のための割り込みを設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB2 .◦ の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の SATA コントローラの有効 
/ 無効を設定します。通常この設定は 
「 Disabled 」 にしないでください。 

SATA AHCI 

[Disabled] 

本システムでは AHCI (Advanced 
HostController Interface ) は常に無効とさ 
れています。この項目は表示のみです。 

「Serial ATA 」 の設定を有効にしている場合 
にのみ表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示さ 
れます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup Utility 

Advanced I 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Multimedia Timer: 


EnabLes/Disables 

Multimedia Timer (HPET). 

Wake On LAN/PME: 

[Disabled] 


Wake On Ring: 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマーの 
有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

標準実装のネットワークに接続されたデバイ 
ス （PCIPower Management Enabled する 
インベント）によるリモートパワーオン機能 
の有効 / 無効を設定します 。 Wake On LAN 
機能を使用する場合は、リンク速度とデュプ 
レックス設定を [ 自動検出 (Auto )] に設定す 
る必要があります。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモート 
パワーオン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を使つ 
たリモートパワーオン機能の有効/無効を設 
定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Security 

カーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


ioemx SecureCore(tm) Setup Utility 
Security 


User Password Is: 
Supervisor Password Is: 




Set Supervisor Password: CEnter] 



Fixed disk boot sector: 
Power Switch Inhibit: 
Disable USB Ports: 


[Disabled] 

[Normal] 

[Disabled] 


Ih 


[Disabled] 


Item Specific Help 


User Password controls 
access to the system at 



Help 



t I Select Item 
^--► Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


これらの項目は User Password を設定しなければ表示されません 0 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押す 
と以下のような画面が表示されます（画面は Set Supervisor Password を選択したときのも 
のです)〇ただし 、 Supervisor Password を設定した状態でなければ 、 User Password は設 
定することができません。 



• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

• 0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

[ Clear ] 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているがどう 
がを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

[ Clear ] 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されている 
かどうがを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 ^ 

< Enter >._ を押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 ^ 

く Enter >*_ を押すとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わない 
の設定をします。先にユ_ザ_パスワードを 
設定する必要があります。 

もし、スーパーバイザのパスワードが設定さ 
れていて、このオプションが無効の場合は 
BIOS はユーザーが起動していると判断しま 
す。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write protect 

SATA ハードディスクドライブに対する書き 
込みを防ぎます。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER / SLEEP スイッチ抑止機能を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

「 Enabled 」 に設定すると、〇 S の起動後は 

P 〇 WER / SLEEP スイッチで電源を〇 FF でき 
なくなります。 （「 Enabled 」 設定でも強制電 
源〇 FF ( P 〇 WER / SLEEP スイッチを4秒以 
上押して強制的に電源を〇 FF させる機能） 

は行えます。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Internal 

Front Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


*1< Ente 「> キーを押すと、以下のメッセージが表示されます。 


In case of no password setting 


Set Supervisor Password: 


Enter New Password 
Confirm New Password [ 


If the input of “Enter New Password is 
different from the input or Confirm New 
Password' the following message is 
displayed. 

Setup Warning 


Passwords do not match. 
Re-enter password 
[Continue] 


If the input of "Current PassworcT failed 
three times, the following message is 
displayed. 


System Disabled 


In case of any password stored 


Set Supervisor Password: 

Enter Current Password 

[ ] 

Enter New Password 

[ ] 

Confirm New Password 

[ ] 


If the input or Current PasswoixT is 
different from the stored password, the 
following message is diaplayed. 


Setup Warning 


Invalid Password. 
[Continue] 


If the Password setting succeeded, the 
following message is displayed 


Setup Notice 


Changes have been saved. 
[Continue] 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されま 
す。 


c SecureCore(tm) Setup Utility 
Server 


► System Management 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 
Assert NMI on SERR: 
FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view ser\ 
management feature 


BMC : 
POST 


IRQ: 
Error F 


Power ON Delay Time: 
Platform Event Filtering: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 

[Disabled] 

HEnabLed] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 
[20] 

[Enabled] 


FI Help 


t I 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection 」、 「巳 MC l_AN Configuration 」、 「Event L 〇 g Configuration 」 l ま選 
択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 

N/A 


Console Redirection 

N/A 


BMC LAN Configuration 

N/A 


Event Log Confjgur 0 tjon 

N/A 


Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

「Enabled」 に設定すると、 PCI パスパリ 
ティエラー (PERR) 検出を有効にし、エ 
ラー発生時には NMI として通知されます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

「Enabled」 に設定すると、 PCI バスシステ 
ムエラー (SERR) 検出を有効にし、エラー 
発生時には NMI として通知されます。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 
Always Reset 

FRB レベル2のエラーが発生したときのプロ 
セッサの動作を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。本製品では、起動監 
視を行う ESMPR 〇 /ServerAgent をサポー 
卜しておりませんので、この設定は 
「 Disabled 」 のまま変更しないでください。 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合の 
処理を設定します 。 [Retry 3times ] に設定す 
ると、タイムアウトの発生後にシステムをリ 
セットし、〇 S 起動を 3 回まで試みます。 
[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に〇 S 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した場 
合に POST の終わりでいったん停止します。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
口ーラ）に割り込みラインを割り当てるかど 
うかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 

P 〇 ST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうがを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time: 

[20-255 ] ⑸ 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を 2 ◦秒が 
ら 255 秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering: 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
ローラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す 0 


[]: 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も〇 ff のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* POWER/SLEEP スイッチを 4 秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FR こします。 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面 
が表示されます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup Utility 

| Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

Board Part Number: 

Board Serial Number: 

System Part Number: 

System Serial Number: 

Chassis Part Number: 

Chassis Serial Number: 

xxxx 






CN8100-1655Y ： 






XX 



Onboard LAN1 MAC Address: 

Onboard LAN2 MAC Address: 

Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

BMC Device Revision: 

XX 

XX ▼ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


Bl 〇 S のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

' 

本装置のマザーボードの部品番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

Board Serial Number 

' 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表示 
します（表示のみ）。 

System Part Number 

' 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 

' 

本装置のシステムのシリアル番号を表示しま 
す（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Serial Number 

' 

本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC Address : 

' 

LAN ポート1の MAC アドレスを表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN 2 MAC Address : 

' 

LAN ポート2の MAC アドレスを表示します 
(表示のみ)。 

Management LAN MAC 


管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 

Address : 


ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 


BMC のデバイス ID を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

' 

BMC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

' 

BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 

' 

センサデータレコードのレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

PIA Revision 

' 

プラットフォームインフォメーションエリア 
のレビジョンを表示します（表示のみ）。 
































66 システム BIOS のセツトアップ （ SETUP ) 


Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面 
が表示されます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup Utility 

I Server I 


Console Redirection 


Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 


Selects the Serial port 

to use for Console 

Baud Rate: 

[19.210 

Redirection, 

Flow Control: 

CCTS/RTS ： 

"Disabled" completely 

Terminal Type: 

CVTIOO] 

disables Console 

Continue Redirection after POST: 

[Enabled] 

Redirection- 

Remote Console Reset: 

[Disabled] 


FI Help t 1 Select Item 

- /+ Change Values 

F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu 

Enter Select ► Sub-Menu 

F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Enabled 

ハードウエアコンソールを接続するシリアル 
ポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのインタ 
フエースに使用するボ _ レ _ 卜を設定しま 
す。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection 
after POST 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST 終了後のコンソール出力の有効/無効 
を設定します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

接続しているハードウエアコンソールから送 
信されたエスケープコマンド （Esc R Esc r 
Esc R ) によるリセットを有効にするがどう 
かを選択します。 


[]: 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の 
画面が表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup Utility 

I Server I 


BMC U 

\N Configuration 

Item Specific Help 

Shared BMC U\N: 



Select [Enabled] to 

LAN Connection Type: 

[Auto Negotiation] 


share a system 

IP Address: 

[192.168.001.096] 


LAN port#1 with BMC LAN. 

Subnet Mask: 

[255.255.255.000] 


If you use a management 

Default Gateway: 

: 〇〇〇 . 〇〇〇 - 〇〇〇 - 〇 00 ： 


LAN port for the BMC, 

DHCP: 

[Disabled] 


select [Disabled]■ 

Web Interface 




HTTP: 

[Enabled] 



HTTP Port Nurber: 

: 80 ： 



HTTPS: 

[Enabled] 



HTTPS Port Number: 

[ 443] 



Command Line Interface 




Telnet: 

[Enabled] ▼ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

管理用 LAN ポートを管理用 LAN として使用 
する場合には 「 Disabled 」 に設定します。 
「 Enabled 」 に設定すると、 LAN ポ ー M を 
通常の LAN と共有して管理用 LAN としても 
使用することができます。 「 Enabled 」 に設 
定した場合、管理用 LAN ポートは使用でき 
ません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation ] 
100 Mbps Full Dulplex 
100 Mbps Half Dulplex 
10 Mbps Full Dulplex 
10 Mbps Half Dulplex 

管理用 LAN のコネクションタイプを設定し 
ます。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[〇〇〇.〇〇〇.〇〇〇•〇〇〇] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Enabled ] に設定すると、 DHCP サーバが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [ Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 

HTTP 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [ Enabled ] に設定してく 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[ Disabled ] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [ Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 L A N が H TT PS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Command Line Interlace 

Telnet 

[ Disabled ] 

Enabled 

二!マンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[ Disabled ] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[ Enabled ] に設定してください 0 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ]* * 1 

[ Enter ] を押し、 [ Yes ] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 


*1< Ente 「> キーを押すと、以下のメッセージが表示されます。 


Clear BMC Configuration 


Are you sure to clear the BMC Configuration? 

If you select "Yes", it may take about 30 seconds 
to reset BMC setting. Please wait for a while. 

[Yes] No 



Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC の管理用 LAN 関連の本設定については BIOS セットアップユー 

テイリテイの Load Setup Default を実行してもデフォルトに戻りませ 
ん（デフォルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行してくだ 
さい)〇 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 
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Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の 
画面が表示されます。 


Phoenix SecureCore(tm) Setup Utility 

I Server I 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display- 
► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: [Enabled] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t I Select Item ■ /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^—► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Event Logs 

N/A 


Auto Clear Event Logs 

Disabled 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設定するとエラーログエリア 
が Fu 11になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

[ Enter ]* 1 

く Ente 「> キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 


*1< Ente 「> キーを押すと、以下のメッセージが表示されます。 


Clear System Event Log 


Are you sure to clear the System Event Log? 
[Yes] No 
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Event Log 0〇111 : は11「31;1〇11サブメニューで 「System Event Log 」 を選択すると、下記のメ 
ニューが表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステ厶イベントログは< I >キー/< t >キー、<+>キー /<-> キー、 
< Home > キー /< End > キーを押すことで表示できます。 


Phoemx SecureCore(tm) Setup Utility 

| Server | 


System Event Log 

Item Specific Help 

SEL Entry Ninfeer = 

1/275 

This is an entry in 

SEL Record ID = 

157C 

the system Event Log. 

SEL Record Type = 

02 - System Evnet Record 


Timestamp = 

2010/01/06 17:40:58 

Keys used to view: 

Genarator Id = 

20 00 


SEL Message Rev = 

04 

Up arrow : Newer SEL 

Sensor Type = 

22 ■ System ACPI Power State 

Down arrow :Older SEL 

Sensor Number = 

86 - ACPI State 


SEL Event Type = 

6F - Sensor-specific 

<-> : Newer SEL 

Event Description = 

S0/G0 

<+> :Older SEL 

SEL Event Data = 

40 8F FF 




Home : Newer SEL 



End :0Lder SEL 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ — ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示され 
ます。 


Phoemx SecureCoreCtm) Setup Utility 


HI 


Boot 


priority order: 
USB CD-ROM: 
USB FDC: 


IDE HDD: 

PCI SCSI: 

USB HDD: 

PCI BEV: IBA GE Slot C 


■ Excluded from boot order: 

PCI BEV: IBA GE Slot 0900 v1336 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and <-> moves 
the device up or down- 
<x> exclude or include 
the device to boot, 
<Shift + 1> enables or 
disables a device. 

<1• 4> Loads default 
boot sequence- 


FI Help 
Esc Exit 


t 1 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デバイスとして登録されていないデバイス 
起動デバイスとして登録されたデパイスとその優先順位 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デバイスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとし 
て登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. < t >キー/<丨 >キーと< + >キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順 
位 （1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< t >キー/<丨 >キーで移動させ、< + >キー/<一>キーで 
優先順位を変更できます。 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる 
時に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されま 
す0 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わら 
せたい時に、この項目を選択します。 

ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終わらせることができ 
ます。 「 Yes 」 を選択すると変更した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、自動的に 
システムを再起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して、 Exit メニュー 
に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 


胃"〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 
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Load Custom Deraults 

このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□一 
ドします。カスタムデフォルト値を保存していない場合は、表示されません。 

Save Custom Defaults 


このメニューを選択して <Ente「> キーを押すと、現在設定しているパラメータをカスタムデ 
フォルト値として保存します。保存すると 「Load Custom Defaults」 メニューが表示され 
ます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

SETUP を終了せず、新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する 
時に、この項目を選択します。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 



74 リセットと強制電源〇 FF 


リセツトと強制鼋源 OFF 

モジュラーサーバが動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すとき 
に参照してください。 


■ J セツ 


詞_〇 リセツトは、モジュラーサーバの DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべて 
クリアしてしまいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、 
モジュラーサーバがなにも処理していないことを確認してください。 


ソフトウェアリセット 

〇 S が起動する前にモジュラーサーバが動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <Alt> キー 
を押しながら、 <Delete> キーを押してください。モジュラーサーバがリセットされます。 
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〇 S からモジュラーサーバを シャッ トタ'ウンできなくなったときや、 POWER/SLEEP ス イッ 
チを押しても電源を〇 FR こできなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用しま 
す。 

モジュラーサーバの POWER/SLEEP スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的 
に〇 FR こなります。（電源を再び〇 N にするときは、電源〇 FF から約5秒ほど待ってから電源 
を〇 N にしてください。） 


胃_〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 



POWER / SLEEP スイッチ 
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CMOS • バスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三 
者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 


• CMOS の内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設定 
に戻ります。 

• 本装置のジャンパピン（ピン 1-2) に付いているクリップを使用してく 
ださい。 

• クリップは使用後、ジャンパピン 1-2 に差し込んでおいてください。そ 
の他のジャンパピンに差し込むと誤動作をするおそれがあります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動 
作の原因となります。 

• クリツプをなくさないよう注意してください。 


パスワード /CMOS のクリアはマザーボード上のジャンパスイッチを操作して行います。そ 
れぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 


A 注意 


A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 高温注意 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

















ハードウェア編 77 



CMOS のクリア 

1 . 現在のパラメータ値をメモする。 

2. 37ページを参照して準備をする。 

3. ジャンノ（スイッチを1 -2 ピンへ移動し一度ショートさせた後、元の1 0- 12ピンへ 
戻す。 

10-1 2ピンをショート： CMOS の内容を保護する。 

1-2 ピンをショート： CMOS の内容をクリアする。 

4. BIOS セットアップユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻 
す。 

5. 変更した内容を保存してセットアップユーティリティを終了する。 

パスワードのクリア 

1 • 37ページを参照して準備をする。 

2. ジャンノ V ° スイッチを 3-4 ピンへ移動する。 

10-1 2ピンをショート：パスワードの内容を保護する。 

3-4 ピンをショート：パスワードの内容をクリアする。 

3. BIOS セットアップユーティリティを起動し、本製品の電源を OFF する。 

4. ジャンノ（スイッチを1 0- 12ピンへ戻す。 

5. BIOS セットアップユーティリティを起動して、必要に応じパスワードを再設定す 
る 0 

6. 変更した内容を保存してセットアップを終了する。 
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